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夏休み子ども体験講座 

～パソコンで簡単なゲームを作ろう～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

〇開設の趣旨   親子で日頃、体験できない事に挑戦し親子共有の思い出作り

と、子どもたちに達成感と自信をもたせる。 

〇期    間  平成２７年７月２９日（水）・３０日（木） (計２回)  

〇時   間  午前１０時～正午（計４時間） 

〇対象・定員  文字入力ができる小学３年～中学生（保護者同伴可）１２人 

〇参 加 者       １６人 参加延べ人数 ３４人  

○講   師  シルバー人材センター 黒江 直行 

〇 事 業 内 容   

※ マサチューセッツ工科大メディアラボが公開している無償プログラム 

〇ま と め 

２日間続けてプログラミングの基礎を学んだ。親子での参加者も４組あり、

子どもだけではなく大人もいっしょにプログラミングの方法を興味深く、楽し

く学んでいた。 

生徒用のパソコンはインターネットにつながっていないため、無償提供する

プ ロ グ ラ ミ ン グ 環 境 を 講 師 と 職 員 が 講 座 前 に ダ ウ ン ロ ー ド す る 作 業 に 手 間 が

かかった。昨年度の同講座は１回限りの講座

であったため全員が同じゲームを作るにとど

まったが、今回は各自のパソコンで自分の好

きな背景やゲームのキャラクターを選び、自

分の声で思い思いの台詞
せ り ふ

を言わせるなどの趣

向があり大変内容の濃いものであった。受講

者からは、もっと深く学びたいとの声がたく

さん寄せられた。 

回  月   日  内       容  

１  ７月２９日（水） 

・プログラミングの意味を学ぶ。 

・ Scratch（スクラッチ）※の基本動作を学ぶ。  

・猫のアニメに声や動きをつける。 

２  ７月３０日（木） 
・サッカーゲームを、背景やゴール音を替えて作る。 

・ゲーム、キャラクターを選び自分の声を付ける。 
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子どもヒップホップダンス 
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〈大和田公民館〉 

〇開設の趣旨   体で自己表現することや、仲間と気持ちをあわせて表現する

ことの楽しさを学ぶ。 

〇期    間  平成２７年６月６日～７月１７日（土６回、金１回） (計７回)  

〇時   間  午後１時３０分～３時３０分（土１２時間） 

午後６時～８時（金２時間） （計１４時間） 

〇対象・定員  市内在住又は在学の小中学生４０人 

〇参 加 者  ４７人 参加延べ人数 ３０６人  

○講 師  スタジオパラダイス講師 木野村温子 

○ 事 業 内 容   

〇ま と め 

今年は、小学生４７名でスタートし、EXILE

の曲「ＩWish For You」を小３までの班と、小

４以上の２班に分けて振り付けを変えて練習を

した。必ず家で練習をして参加することを約束

し、できなかった場合は講座の３０分前に来て

自主的に練習することにした。ダンスが好きな

子ども達が多く、保護者にも積極的に協力を求

め、家庭練習用のビデオ撮影もきちんとしてい

たため、進捗が早く４回目で振り付けがほぼ完

成した。途中で離脱する子もなく、第１回新座

大江戸祭りでは、多くの観衆の前で全員がフォ

ーメーションを組んで堂々とダンスを披露す

ることができた。 

 

回  月   日  内  容  

１  ６月  ６日（土）・約束事について・柔軟体操、ダンスの基本ステップ 

２  ６月１３日（土）・拍子の取り方、パート練習「ＩWish For You」  

３  ６月２０日（土）・パート練習「ＩWish For You」  

４  ６月２７日（土）・パート練習「ＩWish For You」  

５  ７月  ４日（土）・全部を通して踊る（フォーメーションの位置決め） 

６  ７月１１日（土）・全員でフォーメーションを組んで踊る 

７  ７月１７日（金）・ユニフォームを着て発表に向けての総練習 
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書き初め練習会  
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                          ＜ 大 和 田 公 民 館 ＞  

○ 開 設 の 趣 旨    広 々 し た 場 所 で 集 中 し て 書 き 初 め の 練 習 が で き る 機 会 を

提 供 し 美 し い 字 を 書 こ う と す る 意 識 を も た せ る 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 ２ ５ 日 (金 ）・１ ２ 月 ２ ６ 日（ 土 ）(計 ２ 回 )          

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 正 午  (計 ４ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員   市 内 在 住 の 小 学 生 ３ 年 ～ 中 学 ３ 年 生  各 １ ５ 名  

○ 参  加  者   １ 回 目 １ ５ 人 、  ２ 回 目 １ ５ 人  参 加 延 べ 人 数 ３ ０ 人    

○ 講    師   書 道 家 ・ 元 小 学 校 教 諭  桜 井 イ サ 子  

○ 事 業 内 容   冬 休 み の 書 き 初 め の 課 題 を 太 筆 や 細 筆 の 正 し い 筆 運 び な

ど を 学 び 、 学 校 提 出 用 の 作 品 を 美 し く 仕 上 げ る 。  

○ ま  と  め  

  定 員 が １ 回 に つ き １ ５ 名 で 、２ 日 間 の 開 催 と し た が 、今 年 度 も 応 募 者 が 殺

到 し 、わ ず か ３ ０ 分 程 で 定 員 を 上 回 り 、そ の 後 も 申 込 の 電 話 が 後 を 絶 た ず キ

ャ ン セ ル 待 ち が で る ほ ど 応 募 者 が 殺 到 し た 。  

  今 ま で の 反 省 を 踏 ま え 、受 講 生 の 人 数 を １ ５ 名 に 抑 え た た め 、講 師 が 個 々

に 指 導 す る こ と が で き 、細 筆 の 名 前 書 き や 苦 手 な と こ ろ を 繰 り 返 し 練 習 さ せ

て い た 。意 欲 的 に 練 習 し て 何 度 も 書 き 直 し を す る 受 講 生 も 多 く い た 。ま た 小

学 ３ 年 生 は 書 き 初 め が 初 め て の 体 験 で あ る た め 、集 中 力 が 持 続 で き な い 子 も

い た が 、 講 師 が 苦 労 し な が ら も 根 気 よ く 丁 寧 に 教 え て い た 。  

  他 の 児 童 も 基 本 に 立 ち 返 っ て 、墨 の 選 び 方 や 吸 い 取 り 紙 の 使 い 方 、筆 の 運

び 方 、書 き 上 げ た 作 品 の 保 存 の 仕 方 等 を 学 び 、学 年 別 に 手 本 に 沿 っ て の 文 字

の 書 き 方 、文 字 の 配 列 、名 前 を 書 く 位 置 等 も 指 導 を 受 け て い た 。ほ と ん ど の

児 童 が 時 間 内 で 学 校 へ 提 出 す る 作 品 を 会 場 の 全 員 書 き あ げ る こ と が で き た 。

ス ペ ー ス や 時 間 の 配 分 も ち ょ う

ど よ い 人 数 で あ っ た 。  

  作 品 も 仕 上 り 、 児 童 や 生 徒 に

と っ て 充 実 し た 講 座 で あ っ た 。  
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子ども茶会講座 
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                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨   日 本 の 伝 統 文 化 で あ る 茶 道 を 体 験 す る 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 ８ 月 ５ 日 （ 水 ）  

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～ １ １ 時 ３ ０ 分 （ １ 時 間 ）  

        午 後 １ ３ 時 ３ ０ 分 ～ １ ４ 時 ３ ０ 分 （ １ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員  小 ・ 中 学 生  各 １ ５ 人  

○ 参  加  者  ２ ７ 人  参 加 延 べ 人 数 ２ ７ 人  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  講  師  

１  ８ 月 ５ 日 （ 水 ） 午 前  
茶 道 の 歴 史 、お 茶 の 種 類 、

抹 茶 の 飲 み 方 ・ 点 て 方  

裏 千 家 師 範  

大 西  幸 江    

２  ８ 月 ５ 日 （ 水 ） 午 後  
茶 道 の 歴 史 、お 茶 の 種 類 、

抹 茶 の 飲 み 方 ・ 点 て 方  

裏 千 家 師 範  

大 西  幸 江    

○ ま  と  め  

子 ど も 達 の 夏 休 み の １ つ の 体 験 に し て ほ し い と 考 え 、 今 年 度 初 め て 開 催

し た 講 座 。 夏 休 み 中 、 ロ ビ ー に た く さ ん の 子 ど も が 来 て 、 ゲ ー ム 等 で 遊 ん

で い る 様 子 を 見 か け る こ と か ら 、 少 し で も 日 本 伝 統 文 化 に ふ れ さ せ て あ げ

た い と の 思 い か ら 子 ど も 茶 会 を 実 施 し た 。 子 ど も た ち が 初 め て 抹 茶 を 飲 む

体 験 で あ る の で 、 あ ま り 緊 張 し な い よ う に 会 場 を 児 童 室 と し て 、 テ ー ブ ル

と い す 席 で 行 っ た 。  

講 師 の 説 明 が わ か り や す く 、 茶 道 の 歴 史 や お 茶 の 話 、 茶 道 具 、 和 菓 子 の

い た だ き 方 等 を 教 え て も ら っ た 後 で 、 全 員 で 抹 茶 を 味 わ っ た 。 ま た 実 際 に

一 人 一 人 が 点 茶 を 体 験 し た 。 抹

茶 は 苦 い と い う 感 想 も あ っ た が 、

お い し か っ た と い う 声 も あ っ た 。

日 本 文 化 に 触 れ る 機 会 は 子 ど も

に と っ て よ い 体 験 に な っ た よ う

だ 。 冬 の 親 子 茶 道 教 室 を 楽 し み

に し て い る と い う 声 も 聞 か れ た 。 
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CO２削減講座  
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                          〈 大 和 田 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨    二 酸 化 炭 素 削 減 の た め に ゴ ー ヤ で 綠 の カ ー テ ン を 作 る 方

法 を 知 り 、 環 境 対 策 を 学 ぶ 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 ６ 月 １ ９ 日 （ 金 ）            

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員   市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ・ １ ５ 人  

○ 参  加  者   １ ９ 人  延 べ 人 数 １ ９ 人  

○ 講    師   環 境 ま ち づ く り 地 域 連 絡 会 会 長  櫻  博 子    

○ 事 業 内 容  

 本 年 度 か ら 公 民 館 数 館 が 共 通 し て 綠 の カ ー テ ン 講 座 を 募 集 し た 。新 座 市 が 環

境 教 育 に 力 を 注 い で い る こ と が 強 調 で き た 講 座 に な っ た と 思 わ れ る 。各 館 が 共

通 し て 講 座 を 開 催 で き た こ と は「 環 境 ま ち づ く り 地 域 連 絡 会 」の 力 が あ っ た か

ら こ そ で あ る 。  

本 講 座 は 二 酸 化 炭 素 削 減 の た め に 綠 の カ ー テ ン を 作 る こ と が 効 果 的 な 方 法

で あ る こ と か ら 始 ま り 、な ぜ 綠 の カ ー テ ン に は ゴ ー ヤ が 最 適 な の か 、ゴ ー ヤ の

葉 の 蒸 散 量 が 最 も 多 い と い う 科 学 的 な デ ー タ を 示 し な が ら 説 明 が あ っ た 。  

ゴ ー ヤ 作 り の ポ イ ン ト は と に か く 土 作 り か ら と い わ れ る 。そ の 土 作 り に ふ さ

わ し い 肥 料 の 選 び 方 や つ る の 巻 き 方 、肥 料 の 保 存 の 仕 方 な ど 細 か い と こ ろ ま で

説 明 が あ っ た 。（ 写 真 １ ） 種 ま き ・ 発 芽 ・ 本 葉 が 出 て か ら の 育 て 方 、 ち ょ う ど

よ い ネ ッ ト の 大 き さ や 選 び 方 を 写 真 や 実 物 を 見 せ て 大 変 わ か り や す か っ た 。  

公 民 館 で ５ 月 か ら 育 て た ゴ ー ヤ（ 写 真 ２ ）は 、講 座 開 催 時 は か な り 成 長 し て

い た の で 、実 物 を 見 せ な が ら 説 明 で き た 。受 講 生 が 熱 心 に 話 を 聞 き 、そ の 後 ゴ

ー ヤ の 苗 を 持 ち 帰 っ た 。こ の 夏 は ゴ ー ヤ が 増 え 、Ｃ Ｏ ２ 削 減 の 一 助 に な る こ と

を 期 待 し た い 。  

写 真 １                 写 真 ２  
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環  境  講  座  
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                           <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    防 災 に 対 す る 意 識 を 高 め 、普 段 か ら で き る 防 災 対 策 を 考 え

た 。 ま た 緊 急 の 救 急 救 命 法 を 学 び 、 緊 急 時 に 備 え る 。  

○ 期    間  平 成 ２ ７ 年 ６ 月 ２ ５ 日 ・ ７ 月 ２ 日 ・ ７ 月 ９ 日 ・ １ ６ 日 の  

木 曜 日  (計 ４ 回 ）  

○ 時    間  午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ 計 ８ 時 間 ）                             

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ・ ４ ０ 人  

○ 参  加  者  ３ ０ 人  参 加 延 べ 人 数 ６ ９ 人  

〇 事 業 内 容  

回  月  日  内   容  講  師  

１  ６ 月 ２ ５ 日 （ 木 ）  地 震 に 強 い 建 物 を つ く ろ う  
埼 玉 県 建 築 安 全 課 職 員  
田 邊  智 子  

２  ７ 月  ２ 日 （ 木 ）  救 急 救 命 講 習  新 座 消 防 署 大 和 田 分 署 職 員  

３  ７ 月  ９ 日 （ 木 ）  防 災 マ ッ プ 活 用 法  
新 座 市 市 民 安 全 課 職 員  
梅 山 祐 樹 ・ 小 林 誇 太 郎  

４  ７ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  地 域 力 を 生 か す 減 災 対 策  
消 防 科 学 セ ン タ ー 理 事  
池 上  三 喜 子  

○ ま  と  め  

１ 回 目 の 講 座 で は 、現 行 の 建 築 基 準 法 に 適 し て い れ ば 、大 き な 地 震 で も 建

物 の 損 害 は 少 な い が 、改 正 前 の 建 物 で は か な り の 損 害 が 出 て 、被 害 も 大 き く

な る こ と や 、筋 交 い の 有 無 に よ っ て 建 物 の 強 度 の 違 い が あ る こ と な ど 模 型 を

使 っ て わ か り や す く 学 ん だ 。２ 回 目 の 救 命 講 習 で は 少 人 数 に 分 か れ て Ａ Ｅ Ｄ

を 使 っ て の 蘇 生 法 な ど 実 践 的 に 学 ん だ 。３ 回 目 は 大 和 田 地 区 の 危 険 な 場 所 を

ハ ザ ー ド マ ッ プ を 使 っ て 詳 し く 説 明 し て も ら っ た 。４ 回 目 の「 地 域 力 を 生 か

す 減 災 対 策 」 で は 、 講 師 の 説 得 力 あ

る 話 に 参 加 者 全 員 が 引 き 込 ま れ た 。

少 人 数 に 分 か れ て 、 ゲ ー ム 感 覚 で 災

害 時 に 必 要 と 思 わ れ る も の を 考 え て

出 し 合 っ た 。 こ の 話 し 合 い は 大 変 充

実 し た も の に な り 受 講 生 同 士 の 連 帯

感 も 生 ま れ た 。 災 害 に 対 し て 様 々 な

用 意 や 心 構 え が 必 要 で あ る こ と を 学

ん だ 講 座 と な っ た 。  
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ワンダフルライフセミナー 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    人 生 を 輝 か せ る た め に 料 理 や 趣 味 、運 動 な ど 新 し い こ と に

チ ャ レ ン ジ し て も ら う 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 ５ 月 ２ ７ 日 ～ ６ 月 １ ７ 日 の 水 曜 日 （ 計 ４ 回 ）  

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ６ 月 １ ０ 日 は 午 前 ９ 時 ～ 午 後 １ 時 ）  

（ 計 ９ 時 間 ) 

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ・ ４ ０ 人  

○ 参  加  者  ２ ０ 人  参 加 延 べ 人 数 ４ ９ 人  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内   容  講  師  

１  ５ 月 ２ ７ 日（ 水 ） 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 の お 金 の 話  
フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ﾌﾟﾗﾝﾅｰ 
高 伊  茂   

２  ６ 月  ３ 日（ 水 ） 高 齢 期 に 向 け た 口 腔 ケ ア  
新 座 市 保 健 セ ン タ ー 職 員  
恩 田  恵  

３  ６ 月 １ ０ 日（ 水 ） 大 和 田 宿 を あ る く  
生 涯 学 習 ス ポ ー ツ 課 職 員  
斯 波  治  

４  ６ 月 １ ７ 日（ 水 ） 正 し い ウ ォ ー キ ン グ 講 座  
新 座 市 体 育 協 会  
小 形 洋 子  

○ ま  と  め  

１ 回 目 は 、身 近 な 年 金 の 話 、遺 族 年 金 の 受 け 取 り 方 、相 続 税 に つ い て 受 講 生

の 興 味 あ る 内 容 で あ っ た 。ま た 振 り 込 め 詐 欺 防 止 の Ｄ Ｖ Ｄ を 見 た 後 、受 講 生 の

感 想 を 交 え て の 話 は 今 後 も 大 変 役 立 つ 話 で あ っ た 。２ 回 目 は 、唾 液 の 働 き 、唾

液 を 分 泌 さ せ る た め の マ ッ サ ー ジ の 仕 方 、歯 周 病 の 怖 さ と そ の 予 防 を 歯 の 模 型

を 使 っ て 説 明 を 受 け た 。電 動 歯 ブ ラ シ 、歯 間 ブ ラ シ の 有 効 性 等 の 質 問 も 出 て 関

心 が 高 か っ た 。３ 回 目 は 、当 日 ３ ０ 度 近 く の 気 温 の 中 、旧 川 越 街 道 沿 い の 宿 や

譜 光 明 寺 、 氷 川 神 社 等 、 歴 史 的 建 造

物 に つ い て の 説 明 を 受 け 、 身 近 な と

こ ろ で も 意 外 に も 知 ら な い こ と が あ

り 勉 強 に な っ た 。 ４ 回 目 は 、 足 を し

っ か り 上 げ て 腕 を 振 っ て の 歩 き 方 や

体 幹 を 鍛 え る 歩 き 方 等 、 ウ ォ ー キ ン

グ で の 健 康 法 を 学 ぶ こ と が で き た 。

４ 回 と も 大 変 有 意 義 な 講 座 内 容 で あ

り 、 受 講 生 の 意 識 の 高 さ が う か が え

た 。    
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ハングル語初級講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

〇開設の趣旨   パッチムをマスターして単語数を増やす、旅行に役立つフレ

ーズを覚える、声を出して実践的な会話を練習するなど、講座

終了後に独学できるようにする。 

〇期    間  平成２７年５月２１日～６月２５日までの毎週木曜日 （計５回）  

〇時   間  午後１時３０分～３時３０分 （計１０時間） 

〇対象・定員  市内在住または在勤の方  ２０人 

〇参 加 者       １４人 参加延べ人数 ６０人  

〇講   師   ハングル語講師 池 慶順 

〇 事 業 内 容 

回  月   日  内    容  

１  ５月２１日（木） 
・パッチムのある文字、単語の発音 

・激音、濃音の練習 

２  ５月２８日（木） 
・パッチムのある文字、単語の発音 

・激音、濃音の練習 

３  ６月１１日（木） 
・二重パッチムのある文字、単語の発音 

・韓国の伝承遊び（ユンノリ）を楽しむ 

４  ６月１８日（木） 
・二重パッチムのある文字、単語の発音 

・会話「～です。」「～ですか？」 

５  ６月２５日（木） 
・会話「～をします。」「～をしますか？」 

・韓国の流行歌ムジョコン（無条件） 

〇ま と め 

 熱心な受講生が多かったため、講座の進み具合が大変早かった。 

講座終了後、テレビ、ラジオにより独学できるようになることを目標に講座

を企画したところ、ほぼ達成できた。講座では、隣同士で会話の練習をしたり、

韓国の伝承遊び「ユンノリ」を２班に分けて競い合ったりすることによって、

打ち解けた雰囲気となり学習方法を尋ね合うなどの様子が見られた。講座終了

後 も ハ ン グ ル 語 学 習 を 継

続 し て い き た い と 話 す 受

講生も多数いた。大和田公

民館には、ハングル語の中

級者（学習経験３～４年）

のサークルがあるが、そち

ら に 参 加 を 希 望 す る 方 も

いた。 

안녕하세요 アンニョンハセヨ こんにちは 

고마워  コマウォ ありがとう 

안녕히  계십시오  
ア ン ニ ョ ン ヒ ケ

シプシオ 
さようなら 
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

ハングル語入門講座 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

                          〈 大 和 田 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨   ハ ン グ ル 文 字 の 書 き 方 、読 み 方 、発 音 な ど 基 礎 か ら 学 ぶ 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 １ ５ 日 ～ １ １ 月 １ ２ 日 の 毎 週 木 曜 日  

         （ 計 ５ 回 ）  

○ 時    間  午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ ３ 時 ３ ０ 分  （ 計 １ ０ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方  ２ ０ 人  

○ 参  加  者  １ １ 人  参 加 延 べ 人 数  ４ ２ 人  

○ 講    師  ハ ン グ ル 語 講 師  池  慶 順  

○ 事 業 内 容 

回  月  日  内  容  

１  １ ０ 月 １ ５ 日 （ 木 ）  
・ 母 音 、 文 字 の 書 き 順 、 発 音 、 単 語  

・ 挨 拶 、 自 己 紹 介 の し か た  

２  １ ０ 月 ２ ２ 日 （ 木 ）  
・ 子 音 、 文 字 の 書 き 順 、 発 音 、 単 語  

・ 歌 （ ア リ ラ ン ）  

３  １ ０ 月 ２ ９ 日 （ 木 ）  
・ 平 音 の 文 字 の 書 き 方 、 発 音  

・ 激 音 の 文 字 の 書 き 方 、 発 音  

４  １ １ 月  ５ 日 （ 木 ）  
・ 二 重 母 音 （ 複 合 母 音 ） の 文 字 、 発 音  

・ ユ ン ノ リ （ 伝 承 遊 び ）  

５  １ １ 月 １ ２ 日 （ 木 ）  
・ 二 重 母 音 （ 複 合 母 音 ） の 文 字 、 発 音  

・ 手 遊 び （ り ん ご み た い な 私 の 顔 ）  

○ ま  と  め  

都 合 に よ り １ 週 間 ず れ て の 開 始 と な っ た が 、支 障 な く 進 め る こ と が で き た 。 

他 館 で も ハ ン グ ル 語 の サ ー ク ル が で き た た め か 昨 年 度 ま で は ２ ０ 人 ほ ど

の 受 講 者 が い た の だ が 、 今 回 は 応 募 者 が 例 年 の 半 数 ほ ど で あ っ た 。  

ほ と ん ど の 受 講 生 が 未 経 験 で あ っ た た め 、講 座 の 進 め 方 を ゆ る や か に し た

た め 、 濃 音 の 学 習 が で き ず に 終 わ っ て

し ま っ た 。 反 面 、 人 数 が 少 な く ゆ っ く

り と 丁 寧 な 指 導 で あ っ た の で 、 開 始 当

初 に 難 し く て 講 座 に つ い て い け な い と

漏 ら し て い た 受 講 生 も 最 終 回 に は 、 遅

れ ず に 発 音 が で き る よ う に な り 来 年 度

の 受 講 に も 興 味 を 示 し て い た 。 講 座 の

回 数 を 増 や し て 欲 し い と の 意 見 が 多 く

聞 か れ た 。  
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日本文学講座 

～近代の歌謡を読む～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

○解説の趣旨   戦後から昭和５０年代の歌謡曲を通して、社会世相、歴史的

背景、日本人の心の変遷を知る。 

○期 間  平成２７年６月６日～６月２７日までの毎週土曜日 （計４回）  

○時 間  午前１０時～正午 （計８時間） 

○対象・定員  市内在住または在勤の方・５０人 

○参 加 者  ３５人 参加延べ人数 １１２人  

○講 師   棚木 恵子 

〇事 業 内 容 

〇ま と め 

  平成２２年度から開始した「歌謡を読む」シリーズの講座も今回で最終回と

なった。百人一首から始まり、梁塵秘抄、閑吟集、山家鳥虫家、唱歌、童謡、

歌謡曲と読み進んできたが、受講者数は毎回３～４０人と多く、学習意欲も高

く的確な質問が多数聞かれた。昨年度からは、テキストを読むだけでなく、Ｃ

Ｄで歌謡曲を聴きながらの講座であったため音楽を楽しむ要素も加わり、さら

に楽しい講座となった。何気なく口ずさんでいた歌も、時代の社会世相をどの

ような形で反映しているのかを知った後に聴くと感慨深いものがあった。 

有名な流行歌の歌詞が、遠い古今和歌集などの歌の影響を受けている講話や、

低俗と思われがちな歌も古典の歌と深いかかわりがあることなどの話は、日本

の古典詩歌の和歌、歌謡を学ぶ講座の完結編にふさわしいものであった。  

回 月    日  内    容  

１  ６月  ６日（土） 
歌謡曲とは何か 

戦後歌謡曲の特徴と社会世相 

２  ６月１３日（土） 
昭和３０年代の歌謡曲 

日本人の心にある「悲しみの美学」 

３  ６月２０日（土） 
昭和４０年代の歌謡曲 

社会構造の変革（高度成長期） 

４  ６月２７日（土） 

昭和４０～５０年代の歌謡曲 

演歌（現実の悲哀）と、ポップス（もう少しで手

の届く少しリッチでおしゃれな生活） 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日本文学講座 

～万葉集の名歌を読む～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

〇開設の趣旨   万葉集の中の名歌を通して、歴史的背景、古代人の思想、宇

宙観などを学び、歌の意味を知る。 

〇期    間  平成２７年９月１２日～１０月３日までの毎週土曜日 （計４回）  

〇時   間  午前１０時～正午 （計８時間） 

〇対象・定員  市内在住または在勤の方・５０人 

〇参 加 者       ５３人 参加延べ人数 １６０人  

〇講   師   棚木 恵子 

〇 事 業 内 容 

〇ま と め 

  万葉集の中から名歌と言われている代表的な歌を講師が１０３首選び、あい

うえお順に載せたテキストを使って、各回のテーマに沿った歌について学んで

いった。単に歌の意味を訳していくだけでなく、古代人の死生観や自然に対す

る概念、歴史的背景などを学びながら、各々の歌を鑑賞していった。 

当初、講座の定員を５０名と多めに設定していたが、数日で満員となった。 

また、秋の行事や行楽時期であったのにもかかわらず、毎回、多数の受講者

があり大変熱心に聴講していた。しかし、４回の講座ではあまりにも短くテキ

ストの３分の１も読み進めなかったため、この講座の継続を要望する受講者の

声が多数聞かれた。  

回 月  日  内    容  

１  ９月１２日（土） 
・万葉集とは何か、成立時期、作者について 

・「秋山の黄葉あはれとうらぶれて・・・」 

２  ９月１９日（土） 
・古代人の「死生観」とは 

・別れをテーマとした歌 

３  ９月２６日（土） 
・現代にもつながる「雪月花」への感情 

・東歌のついて 

４  １０月３日（土） 
・古代人の考える神の世界 

・万葉思想の初期から家持時代（最後）の変遷 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

スマートフォン・タブレット講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト を 持 っ て い る 方 を 対 象 に 、 よ

り 便 利 に 活 用 す る た め の ア プ リ を 紹 介 し 使 い 方 を 学 ぶ 。  

○期   間  平 成 ２ ７ 年 ８ 月 ３ １ 日 ・ ９ 月 ７ 日 の 月 曜 日 （ 計 ２ 回 ）  

○時   間  午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ 計 ４ 時 間 ）  

○対象・定員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方  １ ５ 人  

○参 加 者  １ ５ 人  参 加 延 べ 人 数  ２ ８ 人  

〇 事 業 内 容  

回  月  日  内   容  講  師  

１  ８ 月 ３ １ 日（ 月 ） 

・ ス マ ー ト フ ォ ン ・ タ ブ レ ッ

ト の 基 本 操 作 ・ 機 能 な ど  

・ 使 用 料 の 内 訳  

・ グ ー グ ル マ ッ プ で 海 外 旅 行

疑 似 体 験  

有 限 会 社 イ ア ス  

代 表 取 締 役  遠 藤  晶  

講  師    遠 藤 幸 子  

２  ９ 月  ７ 日（ 月 ） 

・ 便 利 な ア プ リ の 使 い 方  

（ LINE の 使 い 方 ）  

・ 国 政 調 査 入 力 方 法  

○ ま と め  

昨 年 度 か ら 始 め た ス マ ー ト フ ォ ン ・ タ ブ レ ッ ト 講 座 で あ る が 、 本 年 も す

ぐ に 定 員 に 達 し 、 受 講 率 も 大 変 高 か っ た 。 高 齢 女 性 の 受 講 者 が 多 く 、 操 作

方 法 を 積 極 的 に 質 問 し て い た 。 ま た 、 タ ブ レ ッ ト と ス マ ー ト フ ォ ン は ほ ぼ

同 数 で あ っ た 。 基 本 操 作 や 特 性 の 説 明 の 後 、 通 信 費 に つ い て 割 安 料 金 と 大

手 通 信 会 社 の 料 金 の 内 訳 の 違 い や 、 月 々 の 通 信 費 を 抑 え る こ つ な ど に つ い

て も 講 義 し て も ら っ た 。 ま た 、 受 講 生 か ら の 質 問 に よ り ス マ ー ト フ ォ ン に

よ る 国 勢 調 査 回 答 方 法 に つ い て も 、 実

際 に 国 政 調 査 の ホ ー ム ペ ー ジ を 各 自 で

開 い て 指 導 を 受 け た 。 い ず れ も 受 講 生

に と っ て 大 変 関 心 の 高 い 内 容 で あ っ た 。

ま た 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ
ラ イ ン

の 実 践 例 や 安 全 な 使 い

方 の 講 義 の 後 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ
ラ イ ン

ア プ リ を イ ン

ス ト ー ル し 実 際 に 友 人 に 送 信 す る な ど

し て 使 い 方 を 確 認 す る 事 も し た 。  



 －19－⑬ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

パソコン講座 

～簡単な写真修正加工法を学ぼう～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

○解説の趣旨   自分のパソコンを使って、デジタル写真の修正加工方法をび、

葉書やチラシに貼りつけられるようになる。 

○期 間  平成２８年１月２１日（木）・２２日（金） (計２回)  

○時 間  午前１０時～正午（計４時間） 

○対象・定員  市内在住又は在勤で、パソコンを持参できる方 １５人 

○参 加 者  １１人 参加延べ人数 ２０人  

○講 師  シルバー人材センター 黒江 直行 

○事 業 内 容   

〇ま と め 

パソコン持参の講座であったため天候が心配であったが、出席率はよかった。

大半の講座は女性が大多数を占めるが、今回は男性の参加者が多く、年齢層も

３０代から７０代と幅広かった。無料の画像編集ソフト「ＧＩＭＰ２」を使っ

ての講座であったが、インターネットに接続できないため、事前に講師が画像

編集ソフト「ＧＩＭＰ２」と、数種の写真サンプルを、受講生分のＣＤＲに記

録して対応した。普段、使用している自分のパ

ソ コ ン を 更 に 活 用 す る た め の 講 座 と い う こ と

で、従来のパソコン講座より学ぶ意欲が非常に

高く、難しい操作を投げ出すことなく真剣に取

り組んでいた。講座終了後、２人の受講生は講

師 の 指 導 し て い る パ ソ コ ン サ ー ク ル に 参 加 し

てパソコン操作を学ぶこととなった。 

回  月   日  内    容  

１  １月２１日（木） 

写真修正の基本作業 

（トリミング、明るさ調整、シャープ化、ぼかし、

着色、スタンプ機能等） 

２  １月２２日（金） 

写真の修正加工の応用編 

・背景写真に文字の書込みをする方法 

・写真の合成方法 

 



－１９－⑭ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

そば打ち体験講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    日 本 古 来 の 伝 統 食 で あ る そ ば に つ い て 、栄 養 素 や そ ば 粉 の

生 産 現 状 や 打 ち 方 を 学 ぶ 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ８ 日 （ 金 ）  

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 午 後 ２ 時  (４ 時 間 ) 

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方  ２ ０ 人  

○ 参  加  者  ２ ０ 人   参 加 延 べ 人 数 ２ ０ 人   

〇 材  料  費  ５ ０ ０ 円  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  講  師  

１  １ ２ 月 １ ８ 日（ 金 ） 
そ ば 打 ち の デ モ ン ス ト レ ー

シ ョ ン 、 実 習 、 試 食  

さ い た ま 蕎 麦 打 ち 倶 楽 部   

講 師  田 中 浩 三     

○ ま  と  め  

毎 年 恒 例 の こ の 講 座 は 大 変 人 気 が 高 く 好 評 で あ る 。 楽 し み に し て い る 参

加 者 も 多 く 、 す ぐ に 定 員 い っ ぱ い に な っ た 。 講 師 は 「 さ い た ま 蕎 麦 打 ち 倶

楽 部 」 の 方 （ １ ０ 人 ） で 、 受 講 生 は ４ 人 １ 組 と な り ５ 班 に 分 か れ 、 個 別 指

導 に 近 い 形 で の 丁 寧 な 指 導 を 受 け た 。  

は じ め に そ ば 打 ち の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 見 て 、 各 班 に 分 か れ そ ば 打

ち を 開 始 し た 。 一 人 一 人 が 蕎 麦 粉 に 水 を 入 れ て 捏 ね る 、 延 ば す 、 切 る の 行

程 を す べ て 体 験 で き る よ う に プ ロ グ ラ ム が 組 ま れ て い た 。 講 師 陣 の 綿 密 な

指 導 の 手 順 に よ り 、 班 に よ っ て 時 間 差 が で き な い よ う に 進 行 状 況 を 確 認 し

な が ら 進 め ら れ た た め 、 全 班 が ほ ぼ 同 じ ペ ー ス で そ ば 打 ち が で き た 。  

試 食 の 際 に は 、 自 分 で 打 っ た

そ ば と 講 師 の そ ば と を 食 べ 比 べ 、

麺 の 太 さ や 歯 ご た え や 舌 触 り の

違 い が わ か っ た 。 講 師 の 蕎 麦 は

格 別 に お い し い と 声 が あ っ た 。

そ の 後 参 加 者 同 士 で 感 想 や 話 し

合 い が 行 な わ れ 、 大 変 好 評 に 終

了 す る こ と が で き た 。 す ぐ に 来

年 度 も ま た こ の 講 座 を 受 講 し た

い と い う 申 し 出 が あ っ た 。  



－１９－⑮ ９ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ふれあいタイム企画準備会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨   平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 に 開 催 す る ふ れ あ い タ イ ム の 企 画 を す

る 。  

○ 期    間  平 成 ２ ７ 年 ７ 月 ３ １ 日 （ 金 ）   

○ 時 間  午 前 １ ０ 時 ～ １ １ 時  (１ 時 間 ) 

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 ・ 在 勤 の 方 ６ 人  

○ 参 加 者   ８ 人  参 加 延 べ 人 数 ８ 人  

○ 事 業 内 容   講 座 の 日 程 調 整 と 内 容 の 検 討 を す る 。  

○ ま  と  め  

 企 画 準 備 会 は ２ 回 計 画 し て い た が 、 台 風 の た め １ 日 目 は 中 止 し 、 ７ 月  

３ １ 日 の 企 画 準 備 会 一 度 で 話 し 合 い を 行 っ た 。 準 備 会 の 中 で は 自 由 な 意 見

交 換 が さ れ 、 ３ 回 の 講 座 が 決 定 し た 。  

実 施 内 容  

１ １ 月 ７ 日   す い と ん 作 り  

１ １ 月 １ ３ 日  立 教 大 学 校 内 散 策 と 昼 食  

１ １ 月 ２ ０ 日  ラ フ タ ー ヨ ガ ・ 反 省 会  

 す い と ん 作 り は 毎 年 好 評 で 、 参 加 者 も す い と ん 作 り に 加 わ り た い 、 立 教

大 学 校 内 の 散 策 に 当 た っ て は 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア サ ー ク ル に 協 力 を 求 め た い

と い う 意 見 が 出 さ れ た 。 な お 、 万 一 雨 の 場 合 は 、 体 育 室 で ボ チ ャ ー と い う

ゲ ー ム を す る こ と に し た 。 ３ 回 目 は ラ フ タ ー ヨ ガ で 気 持 ち を ほ ぐ し た 後 に

反 省 会 を し て 来 年 度 の 希 望 も 聞 く こ と と し た 。  

 ゲ ー ム の 準 備 や チ ラ シ 作 り な ど の 役 割 分 担 も 決 ま り 、 １ 回 の み の 話 し 合

い で は あ っ た が 効 率 よ く ス ム ー ズ に 計 画 が 立 て ら れ た 。  

 

  

 

 



－１９－⑯ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

人権研修  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

                          〈 大 和 田 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨   公 民 館 利 用 者 団 体 の 代 表 者 を 対 象 に 人 権 研 修 を 行 う 。         

一 人 ひ と り が 地 域 社 会 を 担 う 一 員 で あ る こ と を 自 覚 し 、助 け

合 い 、支 え 合 い に つ い て 考 え「 人 と の つ な が り 」を 自 ら 断 っ

て い な い か 、 日 頃 の 自 分 自 身 の 言 動 を 振 り 返 る 機 会 を 学 ぶ 。 

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 ６ 月 １ ３ 日 （ 土 ）            

○ 時    間   午 後 １ ４ 時 ～ １ ４ 時 ４ ０ 分 （ ４ ０ 分 ）  

○ 対 象 ・ 定 員   公 民 館 利 用 者 団 体 の 代 表 者 の 方  ４ ３ 人  

○ 参  加  者   ４ ３ 人  延 べ 人 数  ４ ３ 人    

○ 事 業 内 容   人 権 学 習 ビ デ オ「 ヒ ー ロ ー 」を 鑑 賞 し 、身 近 な 人 権 に つ い

て 考 え る 。  

○ ま  と  め  

  人 権 問 題 を 身 近 な こ と と し て 考 え て も ら う 。  

多 く の 方 が 集 ま る 公 民 館 利 用 者 懇 談 会 後 に 人 権 学 習 Ｄ Ｖ Ｄ を 上 映 し て 、人

権 問 題 に つ い て 改 め て 考 え て も ら う 機 会 を 設 け た 。  

近 年 、社 会 か ら 孤 立 し て い る 人 が 増 え て き て お り 、孤 独 死 な ど 大 き な 社 会

問 題 と な っ て い る 。 家 族 や 地 域 、 職 場 で の つ な が り 、 い わ ゆ る 血 縁 や 地 縁 、

社 会 と の 希 薄 化 に よ る 問 題 で あ る 。こ う し た「 無 縁 社 会 」と 呼 ば れ る 社 会 情

勢 に 対 し て 、 何 が で き る か 問 題 提 起 し て い る 内 容 の Ｄ Ｖ Ｄ で あ っ た 。  

 

（ 内 容 …  主 人 公 は 地 域 に ま っ た く 関 心 の な い 、働 き 盛 り の サ ラ リ ー マ ン で

あ る 。地 域 の 防 災 訓 練 に 参 加 し た こ と か ら 、地 域 の 高 齢 者 や 、父 子 家 庭 の 児

童 と か か わ る よ う に な り 、地 域 に 関 心 を 持 つ こ と に な る 。は じ め は 希 薄 で あ

っ た 地 域 と の 関 係 で あ っ た が 、少 し ず つ 気 持 ち に 変 化 が 表 れ る 。そ し て 自 ら

主 体 的 に 行 動 し 、 高 齢 者 や 孤 立 し て い る 父

子 家 庭 の 児 童 と か か わ り を 持 つ よ う に な り 、

傍 観 者 だ っ た 主 人 公 の 意 識 が 変 わ っ て い く 。

そ う し た 体 験 の 中 で 、 自 分 の 家 族 と の 絆 も

深 め て 行 く 。 こ の よ う に 主 体 的 に 行 動 す る

こ と で 、 新 た な 地 域 の つ な が り を 結 ん で い

く 大 切 さ を 実 感 し て も ら う た め の ド ラ マ で

あ る 。）  



－１９－⑰ ９ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

男の料理講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    料 理 初 心 者 の 男 性 を 対 象 に 家 族 に 食 べ て 喜 ば れ る 料 理 を

作 っ て 食 べ て も ら う 楽 し さ を 学 ぶ 。  

○ 期   間   平 成 ２ ７ 年 ５ 月 ２ ２ 日 （ 金 ）・ ２ ９ 日 （ 金 ）  （ 計 ２ 回 ）  

○ 時 間   午 前 １ ０ 時 ～ 午 後 １ 時  (計 ６ 時 間 ) 

○ 対 象 ・ 定 員   市 内 在 住 又 は 在 勤 の 男 性 ・ １ ２ 人  

○ 参  加  者   １ ５ 人  参 加 延 べ 人 数 ２ ７ 人  

○ 材  料  費   ６ ０ ０ 円 （ 各 日 程 ）  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内   容  講  師  

１  ５ 月 ２ ２ 日（ 金 ） 

天 津 飯 ・ 酢 豚 な ど の 中 華 家 庭 料

理  

ま ま ご と キ ッ チ ン 代 表  

講 師  前 田 純 子  

２  ５ 月 ２ ９ 日（ 金 ） 韓 国 海 苔 巻 き な ど の 韓 国 料 理  
ま ま ご と キ ッ チ ン 代 表  

講 師  前 田 純 子  

○ ま  と  め  

 昨 年 の 反 省 を 生 か し 材 料 を 切 る 作 業 を 多 く 取 り 入 れ 、 包 丁 を 多 用 す る メ

ニ ュ ー と し た 。1 回 目 は 肉 を 油 で 揚 げ な い で 作 る 酢 豚 や 半 熟 卵 を の せ る 天 津

飯 を 作 っ た 。 初 め て 顔 を 合 わ せ た 受 講 者 た ち で あ っ た が 、 お 互 い に 協 力 し

合 っ て 手 早 く で き た 。 受 講 生 の 負 担 を 減 ら す よ う に 、 講 師 が 調 味 料 を 事 前

に 計 っ て 各 テ ー ブ ル に 配 る と い う 配 慮 の お か げ で 大 変 ス ム ー ズ に 調 理 が 進

ん だ 。 一 人 ひ と り が 半 熟 卵 焼 き を 作 っ て 、 餡 を の せ る 天 津 飯 は 手 軽 で 豪 華

に 見 え た 。ま た 油 で 揚 げ な い 酢 豚 料 理 は 家 で も 作 り や す い と 好 評 で あ っ た 。 

２ 回 目 は 韓 国 風 海 苔 巻 き 、 チ ャ プ チ ェ と 水 よ う か ん の ３ 品 を 作 っ た 。 韓

国 風 海 苔 巻 き を 作 る 時 に は 海 苔 巻 き に ラ ッ プ で ご ま 油 を つ け る と 韓 国 風 海

苔 に な り 、 お い し い 韓 国 風 海 苔 巻

き に な っ た 。 ま た 、 チ ャ プ チ ェ は

ダ ン メ ン （ 韓 国 風 春 雨 ） 等 韓 国 の

材 料 を 使 っ て 炒 め た お か ず で 、 珍

し い 材 料 と の 出 会 い も 新 鮮 だ っ た 。

受 講 生 も お い し い と 好 評 で 調 理 に

自 信 を つ け た 様 子 だ っ た 。  



－１９－⑱ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ママのためのヒップホップダンス 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    子 育 て 中 の 母 親 を 対 象 に ヒ ッ プ ホ ッ プ ダ ン ス を 学 び 、子 育

て の ス ト レ ス 発 散 と 、 仲 間 作 り の 場 と す る 。  

○ 期   間   平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 １ ２ 日 ～ １ ２ 月 １ ０ 日 ま で の 毎 週 木 曜 日  

（ 計 ５ 回 ）  

○ 時 間    午 前 １ ０ 時 ～ 正 午  (計 １ ０ 時 間 ) 

○ 対象・定員   市 内 在 住 ・ 在 勤 の 方 ２ ０ 人  

○ 参 加 者   １ ５ 人  参 加 延 べ 人 数 ６ ６ 人  

○ 講 師   ス タ ジ オ パ ラ ダ イ ス ・ イ ン ス ト ラ ク タ ー  木 野 村 温 子  

〇 保 育   １ ２ 人  保 育 延 べ 人 数 ３ ４ 人  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  

１  １ １ 月 １ ２ 日 （ 木 ）    ス ト レ ッ チ 、 振 り 付 け  

２  １ １ 月 １ ９ 日 （ 木 ）    ス ト レ ッ チ 、 振 り 付 け  

３  １ １ 月 ２ ６ 日 （ 木 ）    ス ト レ ッ チ 、 振 り 付 け  

４  １ ２ 月  ３ 日 （ 木 ）    ス ト レ ッ チ 、 構 成  

５  １ ２ 月 １ ０ 日 （ 木 ）    ス ト レ ッ チ 、 踊 り 込 み  

○ ま  と  め  

 毎 年 人 気 の あ る 講 座 で 、 す ぐ に 定 員 に 達 し た 。 １ 日 目 は テ ン ポ が 速 く て

ダ ン ス を 覚 え ら れ な い と い う 声 が あ っ た が 、 だ ん だ ん と ス ピ ー ド に 慣 れ 、

自 然 に 体 が 動 く よ う に な っ た 。 毎 回 当 日 習 っ た ダ ン ス を 受 講 生 自 身 が 動 画

で 撮 影 し 、 家 で 復 習 し た の で す ぐ に 上 達 し て い っ た 。 講 師 か ら の 「 体 を 動

か す こ と が 楽 し い 、 汗 を か く こ と が 気 持 ち よ い 」 と い う 言 葉 に 受 講 生 も 負

担 を 感 じ な い で 楽 し く 続 け ら れ た と

の 声 が 寄 せ ら れ た 。 保 育 サ ポ ー タ ー

も ベ テ ラ ン の 方 だ っ た の で 安 心 し て

子 ど も を 預 け ら れ た と 母 親 か ら 感 謝

の 声 が 多 か っ た 。 受 講 生 ８ 人 の 有 志

が 大 和 田 ハ ッ ピ ー ク リ ス マ ス で ヒ ッ

プ ホ ッ プ ダ ン ス チ ー ム の 一 員 と し て

ダ ン ス を 披 露 し 、達 成 感 も 得 ら れ た 。 



－１９－⑲  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

浴衣着付け講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            〈大和田公民館〉 

○開設の趣旨   初心者がきものに興味を持ち、ゆかたが一人で着られるように

なることを目標に、半幅帯を一人で数種類結べるよう着付けの基

本を学ぶ。     

○期 間  平成２７年７月７日・８日の火・水曜日 （計２回） 

○時  間  午前１０時～正午（４時間） 

○対 象 ･定 員  市内在住又は在勤の女性 １５人 

○参 加 者  １２人 参加延べ人数 ２４人 

○講   師  着物インストラクター 津田 晶子 他２人 

○事 業 内 容 

〇ま と め 

昨年までは、１週間あけての２回講座であったが、今年度は２日続けての講

座とした。今回のように続けての講座のほうが記憶がとぎれないでできるため

か、以前より混乱する受講生が少なかった。そのため、２日目の半幅帯を使っ

た 変 わ り 結 び も 次 々 に 練 習 す る こ と

ができた。たった２日間ではあったが、

着物のたたみ方などの基本から、体形

の 補 正 な ど き れ い に 着 こ な す た め の

ア ド バ イ ス な ど 充 実 し た 内 容 で あ っ

た。 

アンケートでは、ゆかただけではな

く 袷
あわせ

の着物の講座を設けてほしい、着

付 け サ ー ク ル を 立 ち 上 げ た い と の 意

見もあった。 

回  月   日  内    容  

１  ７月７日（火） 

・夏きもの、夏帯、ゆかたを見て知る 

・肌着、ゆかた着付け、帯結びの段取りを覚える 

・文庫結びが一人でできるように繰り返し練習する 

・きもののたたみ方を覚える 

２   ７月８日（水） 

・美しく着るためのこつを学ぶ 

・変わり結びを学ぶ 

・きものの基本的な決まりごとを学ぶ 

 



 －１９－⑳ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

女性コーラス講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈大和田公民館〉 

〇開設の趣旨   簡単なポップスをリズムに乗って楽しく歌う。 

〇期    間  平成２７年９月９日～１０月７日までの毎週水曜日 （計４回）  

〇時   間  午前１０時～正午 （計８時間） 

〇対象・定員  市内在住または在勤の方 １５人 

〇参 加 者       １５人 参加延べ人数 ４７人  

○保   育  ２人 保育延べ人数 ８人 

〇講   師   今中 真琴（声楽）・古澤晶子（ピアノ伴奏） 

〇 事 業 内 容 

〇ま と め 

  大和田公民館ではここ数年声楽の講座がなかったので、今回コーラス講座を

企画した。４回で仕上げなければならなかったため、女性に限定し曲も幅の広

い 年 齢 層 に 知 ら れ て い て 歌 い 易 い ポ ッ プ ス を 選 ん だ 。 受 講 生 は ２ ０ 歳 代 か ら 

７０歳代とかなり幅広く、高齢者にとっては英語の歌詞を覚えるのに多少の苦

労はあったようだが、それ以上に音楽の魅力でが

んばることができ、回を重ねるごとに仲間意識が

できて、音を合わせることの楽しさを実感してい

た。できればもう１、２回期間が欲しかった。当

初、恥ずかしそうに歌っていたのにもかかわらず

多くの受講生が発表の場が欲しかったとの意見で

あったのには驚かされた。クリスマス会に成果発

表ができなかったのが残念だった。  

回 月  日  内    容  

１  ９月  ９日（水）
・正しい発声法、腹式呼吸法を学ぶ 

・「輪になって踊ろう」、「ＳＩＮＧ」を皆でいっしょに歌う 

２  ９月１６日（水）

・３パートに分かれて練習をする 

・「輪になって踊ろう」を振付けながら歌う 

・「ＳＩＮＧ」を英語で歌う 

３  ９月３０日（水）

・ピアノ伴奏に合わせて歌う 

・「ＡＭＡＺＩＮＧ ＧＲＡＣＥ」をパート別に練習する 

・コーラスの楽しさを知る 

４  １０月７日（水）

・ピアノ伴奏に合わせて３曲を歌う 

・情感を入れて歌う 

・４グループに分かれて成果発表する 



－１９－㉑ 
 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

か が や き 塾 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    高 齢 期 を 充 実 し た も の に す る た め に 、健 康 、生 き が い 、趣

味 に つ い て 学 び 、 仲 間 作 り の 場 所 を 提 供 す る 。  

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 ～ １ １ 月 ４ 日 の 毎 週 水 曜 日  

（ 計 ４ 回 ）  

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ ８ 日 は 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ４ 時 ）            

         (計 １ ３ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員   市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ・ ４ ０ 人  

○ 参  加  者   ４ ２ 人  参 加 延 べ 人 数 １ ３ ６ 人  

〇 参  加  費   ２ ３ ０ ０ 円 (昼 食 代 ・ 高 速 料 金 代 ・ ボ ラ ン テ ァ ガ イ ド 代 ）  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内    容  講   師  

１  １ ０ 月 １ ４ 日（ 水 ） 
ロ ー ル プ レ イ で 防 ぐ 振 り 込

め 詐 欺  

新 座 警 察 生 活 安 全 課  

田 畠 刑 事  

２  １ ０ 月 ２ １ 日（ 水 ） 伊 香 保 温 泉 散 策  
伊 香 保 温 泉 ガ イ ド 「 遊 友 」  

富 永 代 表  他 ２ 名  

３  １ ０ 月 ２ ８ 日（ 水 ） 
シ ニ ア ・ 骨 カ ル シ ウ ム セ ミ

ナ ー  

雪 印 メ グ ミ ル 関 東 販 売 本 部   

宮 後 泰 子  

４  １ １ 月  ４ 日（ 水 ） 生 涯 学 習 イ ン ス ト ラ ク タ ー  小 川  正 久  

○ ま  と  め  

１ 回 目 は被 害 が 続 く 振 り 込 め 詐 欺 の 対 処 方 法 に つ い て ロ ー ル プ レ イ ン グ 方

式 で 具 体 的 に 学 ん だ 。 警 察 の 方 や 受 講 生 の 迫 真 の 演 技 を 見 て い て 、 だ ま さ れ

や す い 心 理 状 態 を 学 ぶ こ と が で き た 。 ２ 回 目 の 伊 香 保 温 泉 散 策 で は 町 の ボ ラ

ン テ ィ ア ガ イ ド に 石 段 の 街 を 案 内 し て も ら っ た 。 何 度 も 訪 れ て い た が 新 た に

伊 香 保 温 泉 の 魅 力 を 発 見 で き た と 受 講 生 か ら の

感 想 が あ っ た 。３ 回 目 の シ ニ ア・骨・カ ル シ ウ ム

セ ミ ナ ー で は 、牛 乳 や ヨ ー グ ル ト に 含 ま れ る 栄 養

が い か に 大 切 か を 学 ん だ 。４ 回 目 の 手 品 教 室 で は

受 講 生 は 真 剣 な 眼 差 し で 講 義 に 聞 き 入 っ て い た 。

身 近 な ト ラ ン プ や カ ー ド を 使 っ た 手 品 は 家 族 を

喜 ば す こ と と と も に 認 知 症 の 予 防 に も な る と 受

講 生 に 好 評 で あ っ た 。講 師 の お 人 柄 も あ り 笑 い に

包 ま れ た 講 座 で あ っ た 。今 回 の 講 座 内 容 は バ ラ ン

ス よ く 充 実 し て い る と 好 評 で あ っ た 。  



－１９－㉒ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

わくわくキッズファミリー講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 >

○ 開 設 の 趣 旨   核 家 族 の 時 代 、子 育 て に つ い て の 学 習 を 通 し て 親 同 士 の 親  

睦 を 図 る 。  

○ 期    間  平 成 ２ ７ 年 ９ 月 １ ０ 日 ～ １ ０ 月 １ 日 ま で の 木 曜 日 （ 計 ４ 回 ） 

○ 時   間  午 前 １ ０ 時 ～ 正 午  (計 ８ 時 間 ) 

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 の ２ 歳 か ら 就 学 前 の お 子 さ ん と 母 親

２ ０ 組  

○ 参  加  者  １ ３ 組  参 加 延 べ 人 数  ３ ６ 組  

〇 材  料  費  ５ ０ ０ 円 （ 調 理 材 料 費 ）  

○ 保 育  ４ 人  保 育 延 べ 人 数  ２ ９ 人  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内   容  講  師  

１  ９ 月 １ ０ 日（ 木 ） 親 子 リ ト ミ ッ ク サ ー ク ル  
親 子 リ ト ミ ッ ク サ ー ク ル 連

絡 会 代 表  中 村 真 由 美  

２  ９ 月 １ ７ 日（ 木 ） 
子 ど も と 一 緒 に 楽 し む お

も ち ゃ 作 り  

ふ ぁ り ー て え る  

理 事 長 石 井  英 子  

３  ９ 月 ２ ４ 日（ 木 ） 
子 ど も が 泣 い た と き の 対

処 法  

ふ ぁ り ー て え る  

理 事 長 石 井  英 子  

４  １ ０ 月 １ 日（ 木 ） 栄 養 満 点 の 園 児 弁 当  
管 理 栄 養 士  

鈴 木  香  

○ ま  と  め  

本 年 度 は 近 隣 の 幼 稚 園 の 保 育 体 験 教 室 と 日 程 が 重 な っ た た め 、参 加 者 を 集 め

る の に 大 変 苦 労 し た 。幼 児 の 中 に は ２ 歳 児 に 満 た な い 児 童 も 含 ま れ た た め に 保

育 サ ポ ー タ ー を ４ 名 体 制 に し て 準 備 し た が 、１ 回 目 は 台 風 の 影 響 で 参 加 者 が 少

な く 残 念 で あ っ た 。受 講 者 か ら リ ト ミ ッ ク の 回 数 を 増 や し て ほ し い と の 声 が あ

っ た 。２ 回 目 は 身 近 な 材 料 で お も ち ゃ を 作 り 、受 講 生 が 感 嘆 の 声 を 上 げ て い た 。

３ 回 目 の 子 ど も が 泣 い た と き の 対 処 法 で は 、子 ど も と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

取 り 方 を 学 ん だ 。 忙 し い 時 に 子 ど も が 声 を

か け て き た 時 の 対 応 の 仕 方 を ロ ー ル プ レ イ

ン グ 体 験 し た 。 現 保 育 園 の 園 長 の 話 に は 説

得 力 が あ り 、 い ろ い ろ 相 談 し て い た 。 ４ 回

目 の 栄 養 満 点 の 園 児 弁 当 の 作 り 方 で は 弁 当

の 選 び 方 、 作 る ポ イ ン ト 等 わ か り や す く 説

明 が あ っ た 。 充 実 し た 講 座 で あ っ た 。  
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ふれあいタイム 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    障 が い の あ る 人 も な い 人 も 、 一 人 で の 外 出 が 不 安 な 人 も 、

地 域 の 方 と 気 軽 に 交 流 の 場 を 通 し て 、お 互 い に 理 解 を 深 め る 。 

○ 期    間   平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 ７ 日 （ 土 ）・ １ ３ 日 （ 金 ）・ ２ ０ 日 （ 金 ）  

        （ 計 ３ 回 ）  

○ 時    間   １ １ 月 ７ 日 ・ １ ３ 日 午 前 １ ０ 時 ～ 午 後 １ 時 (計 ６ 時 間 ）  

１ １ 月 ２ ０ 日 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ 計 ２ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員   市 内 在 住 ・ 在 勤 の 方  ３ ０ 人  

○ 参  加  者   ３ ４ 人  参 加 延 べ 人 数 ８ ５ 人  

〇 材  料  費   １ ０ ０ 円 （ 調 理 材 料 費 ）  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  講  師  

１  １ １ 月 ７ 日 （ 土 ）  す い と ん 作 り  大 和 田 １ ・ ２ 丁 目 町 内 会  

２  １ １ 月 １ ３ 日（ 金 ） 立 教 大 学 散 策 ・ 昼 食  大 和 田 １ ・ ２ 丁 目 町 内 会  

３  １ １ 月 ２ ０ 日（ 金 ） ラ フ タ ー ヨ ガ・反 省 会  
ラ フ タ ー ヨ ガ  

テ ィ ー チ ャ ー  乙 部 澄 枝  

○ ま と め  

 １ 回 目 の す い と ん 作 り は 、参 加 者 全 員 が 協 力 し て 野 菜 を 切 っ た り 小 麦 粉 を 練

っ て 鍋 に 入 れ た り 調 理 し な が ら 交 流 が で き た 。３ ０ 人 分 超 の す い と ん 作 り で あ

っ た が 、大 和 田 一・二 丁 目 町 内 会 の 方 々 に 前 日 か ら 準 備 し て 頂 き ス ム ー ズ に 調

理 で き た 。ま た 、障 が い が あ る 方 で も 包 丁 を 使 い や す い よ う に と 工 夫 し た の で

調 理 が 短 時 間 で で き た 。昨 年 度 よ り も 多 く の 作 業 を い っ し ょ に で き た 。２ 回 目

の 立 教 大 学 散 策 は 、公 民 館 か ら 車 い す の 方 や 視 覚 障 害 の 方 な ど が 参 加 し て 、安

全 に 配 慮 し な が ら 大 学 キ ャ ン パ ス ま で 歩 い た 。そ の 際 大 学 の ボ ラ ン テ ィ ア サ ー

ク ル に 協 力 を 頂 き 、 キ ャ ン パ ス 内 の 案 内 を

し て も ら い 、 そ の 後 い っ し ょ に 昼 食 も と り

交 流 で き た 。 し か し 大 学 校 内 で の 活 動 が 一

部 の 学 生 に 限 ら れ た の で 、 も う 少 し 活 動 に

工 夫 を 加 え た 方 が よ い と い う 反 省 点 も あ っ

た 。 ３ 回 目 の ラ フ タ ー ヨ ガ は 、 大 き な 声 で

笑 い 、 体 を ほ ぐ し て 、 和 や か に 参 加 者 全 員

が 自 然 に ふ れ あ う 様 子 が 見 ら れ た 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

大和田ハッピーＸ’ｍａｓ  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

                          ＜ 大 和 田 公 民 館 ＞

○ 開 設 の 趣 旨   年 に 一 度 の お 楽 し み 会 と し て 、 親 子 で 楽 し む 機 会 を 持 つ 。 

○ 期    間  平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ２ 日 （ 土 ）            

○ 時    間  午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ ２ 時 ４ ０ 分 （ 計 １ 時 間 １ ０ 分 ）  

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の 幼 児 及 び 小 学 生 と 保 護 者  １ ２ ０ 人  

○ 参  加  者  ２ ３ ４ 人   （ 参 加 延 べ 人 数 ２ ３ ４ 人 ）    

○ 講    師  大 和 田 小 学 校 金 管 バ ン ド Ｃ Ｈ Ｅ Ｒ Ｒ Ｙ  Ｂ Ｌ Ｏ Ｓ Ｓ Ｏ Ｍ  

ス タ ジ オ パ ラ ダ イ ス ・ 館 講 座 発 表 （ ヒ ッ プ ホ ッ プ ダ ン ス ）  

        大 和 田 朗 読 の 会  

○ 事 業 内 容  ヒ ッ プ ホ ッ プ ダ ン ス や 金 管 バ ン ド の 演 奏 、朗 読 の 会 の お 話 を

家 族 で 楽 し ん だ り 、サ ン タ ク ロ ー ス か ら プ レ ゼ ン ト を も ら っ

た り し て 楽 し い 思 い 出 を 作 る 。          

○ ま  と  め  

  子 ど も か ら 大 人 ま で 大 勢 の 方 が 参 加 し 大 盛 況 で あ っ た 。オ ー プ ニ ン グ は 大

和 田 小 学 校 の 金 管 バ ン ド の 演 奏 で 華 や か に ス タ ー ト し た 。館 長 が サ ン タ ク ロ

ー ス に 扮 し て 屋 上 か ら 登 場 と い う 演 出 に 驚 き の 声 が 上 が っ た 。小 さ い 子 ど も

た ち が 喜 ん で い た 。パ フ ォ ー マ ン ス 部 門 で は 、公 民 館 講 座「 マ マ の た め の ヒ

ッ プ ホ ッ プ ダ ン ス 」の 受 講 生 ８ 名 が 成 果 発 表 と し て 参 加 し ダ ン ス を 披 露 し た 。

と て も ５ 回 講 座 で 覚 え た ダ ン ス と は 思 え な い ほ ど の 完 成 度 の 高 い も の で あ

っ た 。ス タ ジ オ パ ラ ダ イ ス の み な さ ん の ス ピ ー ド 感 あ ふ れ る ダ ン ス は 観 客 の

目 を 釘 付 け に し 、 か わ い い 衣 装 で ク リ ス マ ス の 雰 囲 気 を 盛 り あ げ て く れ た 。

朗 読 会 の お 話 は 大 き な ス ク リ ー ン に 絵 を 映 し 出 し な が ら「 裸 の 王 様 」の 読 み

聞 か せ を 行 っ た 。 美 し い 絵 に 見 と れ な が ら

子 ど も か ら 大 人 ま で も 話 に 聞 き 入 り し っ と

り と し た 終 盤 に な っ た 。 毎 年 楽 し み に し て

い る 方 も 多 く ハ ッ ピ ー ク リ ス マ ス と な っ た 。 

最 後 に 子 ど も た ち は サ ン タ ク ロ ー ス か ら

プ レ ゼ ン ト を 受 取 り 、 ニ コ ニ コ 笑 顔 で 終 わ

っ た ク リ ス マ ス 会 と な っ た 。 大 泉 学 園 の 特

別 支 援 学 校 の 生 徒 さ ん と 付 き 添 い の 方 も 来

場 し 楽 し ん で く れ た 。 年 末 の 恒 例 イ ベ ン ト

で あ り 市 民 の 方 の 楽 し め る 講 座 と な っ た 。  



－１９－㉕ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

親子茶道講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                            <大 和 田 公 民 館 > 

○ 開 設 の 趣 旨    親 子 で 茶 道 を 体 験 す る こ と に よ り 、 日 本 文 化 を 知 る 。  

○ 期    間   平 成 ２ ８ 年 １ 月 ６ 日 （ 水 ）  

○ 時    間   午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員   小 学 生 と そ の 保 護 者  各 ２ ０ 人  

○ 参  加  者   １ ７ 人  参 加 延 べ 人 数 １ ７ 人  

○ 参  加  費   親 子 で ５ ０ ０ 円 （ 子 ど も 一 人 追 加 ２ ０ ０ 円 ）  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  講  師  

１  １ 月 ６ 日 （ 水 ）  
茶 道 の 歴 史 、お 茶 の 種 類 、

抹 茶 の 飲 み 方 ・ 点 て 方  

裏 千 家 師 範  

大 西  幸 江    

○ ま  と  め  

本 講 座 は 本 館 で も 初 め て の 講 座 で あ っ た が 、 関 心 も 高 く ８ 組 の 親 子 の 申

し 込 み が あ っ た 。 年 長 の 幼 児 か ら 小 学 ４ 年 生 ま で の 児 童 が お い し そ う に 抹

茶 体 験 を し た 。  

講 師 の 説 明 が わ か り や す く 、 茶 道 の 歴 史 や お 茶 の 話 、 茶 道 具 や 作 法 等 を

丁 寧 に 教 え て く れ た 。今 回 は 和 室 で 行 な う こ と が で き た の で 、掛 軸 や 香 炉 、

お 釜 の 説 明 が あ り 、 本 格 的 な お 茶 の 作 法 を 学 ぶ こ と が で き た 。 和 菓 子 や 抹

茶 の い た だ き 方 や い ろ い ろ な 作 法 を 学 び 、 抹 茶 を 味 わ っ た 。 そ の 後 は 実 際

に 子 ど も た ち 一 人 ひ と り が お 茶 を 点 て て 保 護 者 に 振 る 舞 っ た 。 親 子 で ほ ほ

え ま し い ひ と と き を 過 ご す こ と が で き た 。 ど う し て も 敷 居 が 高 く な り が ち

な 茶 道 で あ る が 、 講 師 の お 人 柄 も あ っ て ほ ど よ い 緊 張 感 の 中 で 進 め ら れ 、

楽 し い 学 び の 場 に な っ た 。 参 加 者 の 中 に は 、 毎 月 や っ て ほ し い と か 、 親 子

で 学 べ る 場 が よ い 、 伝 統 文 化 に 触

れ る こ と の で き る 機 会 は 必 要 だ と

い う 感 想 が あ っ た 。 夏 の 子 ど も 茶

会 に 参 加 し た 方 も い て 潜 在 的 な ニ

ー ズ が あ る と 思 わ れ る 。  

お 茶 会 は 楽 し い ば か り で な く 作

法 も 学 ぶ こ と が で き て 有 意 義 で あ

っ た と い う 参 加 者 の 感 想 が 多 か っ

た 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

大和田小さな家おはなし会  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

                           〈 大 和 田 公 民 館 〉 

○ 開 設 の 趣 旨    ボ ラ ン テ ィ ア と の 協 力 に よ り 子 ど も 達 に 読 書 に 親 し む 機

会 を 提 供 す る 。         

○ 期    間    平 成 ２ ７ 年 ５ 月 １ 日 ～ ２ ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 の 第 １ 及 び 第 ３

金 曜 日 。た だ し ８ 月 は 第 １ 、１ 月 は 第 ３ 金 曜 日  （ 計 ２ ０ 回 ）          

○ 時    間   午 後 ３ 時 ３ ０ 分 ～ ４ 時 （ 計 １ １ 時 間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の 乳 幼 児 又 は 小 学 生 と 保 護 者  ２ ０ 人  

○ 参  加  者   ５ １ 人  参 加 延 べ 人 数  １ ２ ３ 人    

○ 講    師   ボ ラ ン テ ィ ア サ ー ク ル 「 大 和 田 小 さ な 家 」          

○ 事 業 内 容   

○ ま  と  め    

  以 前 は 、 就 学 時 前 の 子 ど も と そ の 保 護 者 が 大 半 を 占 め

て い た が 、 公 民 館 を 訪 れ る 小 学 生 に 声 か け を す る こ と に

よ っ て 、 徐 々 に で は あ る が 小 学 生 の 参 加 が 増 え つ つ あ

る 。 今 後 は 、 読 み 聞 か せ の 楽 し さ を 知 り 自 発 的 に 参 加

す る 子 ど も が 増 え る よ う 、 継 続 的 に 参 加 を 促 し て い き

た い 。 夏 冬 の 特 別 イ ベ ン ト （ 七 夕 会 、 ク リ ス マ ス 会 ）

で は 、 サ ー ク ル 会 員 の 手 作 り プ レ ゼ ン ト や 、 盛 り 沢 山

の 内 容 で 親 子 共 々 楽 し ん で い た 。          ク リ ス マ ス 会 の 様 子 (写 真 ) 

月 日 内 容 

第 １ ･第 ３ 金 曜 日  

（８月は第１金曜日）

（１月は第３金曜日）

お 話 会  

・ 手 遊 び  

・ 絵 本 の 読 み 聞 か せ  

・ 紙 芝 居  

７ 月 ３ 日 （ 金 ）  七 夕 会  

・ 手 遊 び （ ７ こ の 家 族 ）  

・ 絵 話 （ ぴ っ ち ゃ ん ぽ っ ち ゃ ん ）  

・ 絵 本 （ お 月 さ ま っ て ど ん な あ じ ） ほ か  

・ 軍 手 人 形 （ カ ラ ス の 親 子 ）  

・ 七 夕 の う た  

１ ２ 月 １ ８ 日（ 金 ） クリスマス会 

・ 手 遊 び （ と ん と ん サ ン タ さ ん ）  

・ 絵 本 （ お ふ と ん か け た ら ） ほ か  

・ 紙 芝 居 (コ ッ コ お ば さ ん の う れ し い お で ん わ ） 

・ 歌 （ き よ し こ の 夜 ）  


